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要旨：

　本稿は、雲南省「県誌」を利用した生態史データベース構築の一環として行っている、人口データベース作成

作業の中間報告である。本文の構成は、１）中華人民共和国の人口統計全般についての紹介、２）データベース

の作成方法とその進捗情況、３）データベースの問題点と意義、となっている。

　結論として、「県誌」を利用した人口データベースには、データの出所の特定、データそのものの信頼性等の

面で問題があるものの、雲南省という広域にわたって、県レベルというローカルな単位での人口動態、人口セン

サスデータ、民族別人口を把握できることがこのデータベースの最大の特徴であることが示された。これは、こ

れまでの統計では知ることの出来なかったデータである。データベースの完成により、ローカルなレベルから地

域の生態史を解き明かそうとする本プロジェクトの各研究に対して、必要に応じて人口の基礎データを提供する

ことができるものと考える。

１．はじめに

　本稿では、雲南省「県誌」を使った人口データベース作成の概要とその意義を述べる。これは、生態史クロニ

クル雲南編でおこなわれている雲南省「県誌」を利用した生態史データベース構築の一環として行っているもの

である。

　人口動態の理解が生態史を考える上で重要なことは言うまでもない。しかし、これまで中国における人口分析

は、全国レベルあるいは省レベルでの分析が大多数であった。本プロジェクトでは、手法は現地調査であれ文献

調査であれ、人と自然との関係についての細かな事象の検証を積み重ねることにより地域の生態史の全体像を明

らかにしようとするものである。そのためには、よりローカルなレベルでの人口動態データが必要不可欠である。

特に、山地がちで多くの少数民族が住む雲南省では、地域性や民族の多様性を反映した人口データベースの構築

が求められる。

　そこで、本プロジェクトで収集中の雲南省全県「県誌」に記載された人口資料を基に、雲南省人口データベー

スの作成を始めた。

　本稿では、まず「県誌」に記載されている人口資料とはどのようなものであるのかを理解するために、そのソー

スである中華人民共和国（以下、中国）の人口調査、統計の種類とそれらの問題点を概観する。次に、人口デー

タベース入力の具体的作成方法とその進捗状況を報告する。最後に、この人口データベースの問題点と意義をま

とめる。

２．中国の人口統計
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１）中国における基本的人口統計の種類

　人口統計は一般に、ある時点における人口の規模や構成を表す人口静態統計と人口集団の時間的地理的変動を

表す人口動態統計とに分けられる。例えば、日本における代表的な人口静態統計は総務庁統計局の「国勢調査」

のデータであり、一方人口動態統計は市区町村などでの出生、死亡届けおよび住民票の転入、転出の集計であり、

それらをまとめたのが厚生省「人口動態統計」（出生、死亡）と総務庁統計局「人口移動統計」（移動）である。

中国の主な人口統計には、以下のようなものがある。

人口静態統計

・　国家統計局による人口センサス（中国語：人口普査）

　日本の「国勢調査」に相当するものであり、中国ではこれまで 1953 年、1964 年、1982 年、1990 年、

2000 年に実施されてきた。ただし、1953 年と 1964 年は一部の地域では実施されていない。今後は、10 年ご

とに末尾が 0 の年に実施される予定である。調査日は、1982 年以前は 7 月 1 日、1990 年は 10 月 1 日、2000

年は 11 月 1 日である。

・　国家統計局による 1％サンプル調査（中国語：全国 1％人口抽様調査または人口小普査）

　これまで、1987 年、1995 年、2005 年に実施されてきた。人口センサス（人口普査）実施期間の空白を補

充するために行われるもので、今後は末尾が 5 の年に行われる予定。

・　国家統計局による人口変動サンプル調査（中国語：人口変動抽様調査）

　各年度の人口変動情況を適時に把握するため、1982 年以降毎年実施されている。調査は 10 月に行われ、サ

ンプル世帯に対して、過去一年間の出生、死亡、移動、婚姻、就業、失業等の情況を調べる。サンプリング方

法に関しては、1988 年以前は全国を 1 つの総体としてサンプル数 50 万人、1989 年以降は全国レベルの総体

に加えて 30 の省レベルの行政単位を第二の総体としてサンプル数 180 万人を抽出して調査を行った【薛ら　

1998】。

人口動態統計

・　公安部による戸籍登録に基づく年末人口

　農村部、都市部の末端レベルの派出所における住民の戸籍登録を集計したもので、1949 年以降、毎年発表さ

れている。

2）中国の出版物に見られる人口統計

　中国で出版されている統計書では、これらの基礎統計をそのまま利用したり、修正したりした様々な人口統計

が使われている。

　そのなかで、人口静態統計については、一般的に国家統計局による人口センサス、1％サンプル調査の調査結

果をまとめた統計が利用される。人口数値は年央人口であり、それぞれ国務院人口普査弁公室・国家統計局人口

統計司編『中国 1982 年（あるいは、1990 年、2000 年）人口普査資料』中国統計出版社、国家統計局人口与

就業統計司編『1995 年全国 1％人口抽様調査主要数据』中国統計出版社として出版されている。

　一方、人口動態統計は、出版物によって、あるいは同一出版物でも年度によって異なる統計が用いられており

非常に複雑である。以下では、薛進軍らの研究【薛ら　1998】を参考に、中国の出版物に使われている人口動

態統計をその利用されている統計の種類によって 4 系列にまとめた。

　簡略化のため、出版物名は以下の数字で記す。

①　国家統計局編『中国統計年鑑』中国統計出版社

②　国家統計局人口与就業統計司編『中国人口統計年鑑』
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③　国家統計局総合司編『全国各省、自治区、直轄市歴史統計資料匯編（1949 ‐ 1989）中国統計出版社

④　中華人民共和国公安部編『中華人民共和国全国分県市人口統計資料』群衆出版社

⑤　中国社会科学院人口研究所編『中国人口年鑑』経済管理出版社

⑥　国家統計局人口統計司、公安部三局合編『中華人民共和国人口統計資料匯編』

公安部系列の統計

　上述した公安部戸籍統計で、年末の人口数値である。②中の「歴年人口（人口動態統計）」、1986 年以降毎年

発行されている④、⑥に記載されている 1949 から 1985 年の人口データは、基本的にはこの公安部の戸籍統計

が基本となっている。また、⑤中の「歴年人口」についても、薛進軍らの研究では、「統計概念の説明も注記も

ないが、それは公安部統計と同じと思われる」と述べられている。さらに、①の「歴年人口」と③についても、

1981 年以前のデータは公安部の戸籍統計数値が使われている。

複数の統計を用いた修正統計

　国家統計局による人口調査は人口静態調査であるが、それを基に公安局の戸籍統計を利用して修正された人口

統計が算出される場合がある。数値は普通、年末人口である。①の「歴年人口」のうち、1982 から 1989 年の

間の人口データは、1982 年と 1990 年に行われた人口センサスの結果を基に、また 1990 年から 2000 年の間

の人口データは 2000 年人口センサスの結果を基に、ともに公安局の統計を利用して算出されている。ただし、

人口センサスの最終実施年以降の年における人口データ（例えば、1995 年版における 1990 年から 1994 年、

2003 年版における 2001、2002 年）に関しては、人口変動サンプル調査の結果より算出されているようである。

また、③の 1982 年の値は人口センサスの値そのままであり、1983 年は人口変動サンプル調査の結果より算出

されている。

　以上のように、中国の人口統計は公安局と国家統計局の 2 系列の統計があり、それらが単独で用いられるこ

ともあれば組み合わされて修正統計として使われることもある。さらに複雑なことに、人口動態統計においては、

そうした調査の範囲、方法、時期の異なる統計が同じ時系列上に並べて使われているのである。また、修正統計

に関しては、その算出方法が説明されていないことが普通である。

　このように複雑な中国の人口統計であるが、大雑把にまとめると次のように言うことができる。

　人口静態統計については、人口センサス結果あるいは 1％サンプル調査結果が用いられる。人口動態統計につ

いては、1981 年以前の数値では公安部の戸籍統計をそのまま用いるのが普通である。これは、以下で詳しく述

べるように、1982年の第三回センサス（人口普査）以前は人口センサスの実施回数が少なく、行われた2回（1953、

1964 年）のセンサスにも信頼性に問題があり、それを修正するための補足センサスも行われていなかったため

であろう。1982 年以降のデータは、公安部の戸籍統計そのままのものと、それを基に人口センサスの結果、あ

るいは人口変動サンプル調査の結果を利用して修正した統計の 2 種類が使われている。

3）中国の人口統計の問題点

　中国の人口統計には多くの問題点が指摘されているが、薛進軍らの研究【薛ら　1998】を参考にして、公安

部戸籍統計および国家統計局人口センサスの主な問題点をまとめると以下のようになる。

戸籍統計の問題点

・　過去に虚偽の報告が多発した。1960 年前後の大躍進運動による大飢餓時期には、地方政府が人口の大規模

な減少が明らかになる事を恐れ、故意に死亡数を過小に申告したといわれている（出生、死亡人数のデータ

と総人口の変化が合わない）。1962-63 年の人口にも問題があり、大飢餓以後、地方政府は中央政府から多

くの救済食料、綿布、補助金をもらうため、人口を多く申告したという。

・　文化大革命の時期（1966 － 1976 年）には、人口センサスが行われなかったため、戸籍統計しかなく、そ

れを検証、訂正する方法がない。
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・　計画生育政策との関係で出生や死亡の未申告、偽申告が普遍的である。特にヤミ人口（中国語で黒孩子）は、

公安部の戸籍統計からは抜けているが、人口センサスには含まれているといわれる。

・　上級への報告において、下級レベルでの惰性が働き、統計調査の正確さに注意が払われぬまま報告されるこ

とが多かった。

・　一方で、従来戸籍管理は非常に厳しいものであったので、戸籍統計はかなり信頼できるという意見もある。

人口センサスの問題点

・　1953 年調査は、交通不便、条件不備、言語不通などのため一部の地域では行われていない。また、一部では、

地方政府と少数民族幹部が間接方法で人口数値を推定したため、信頼性に乏しい。

・　1953 年人口センサスでは、男女別人口だけが調査され、年齢別人口、生年月日などの情報がない。

・　1953 年人口センサスの一部数字に問題があるため、1954 年に追加調査が行われたが、その結果も、中国

内務部、中国人民解放軍、中国財務部の公表した各数字（1950 － 1951 年）より 1 億人も多い。

・　1964 年人口センサスは、当初は信頼性が高いと考えられていた。しかし、戸籍統計と同様、大飢餓後に地

方政府は中央から補助金を獲得するために人数を過大報告した。そのため、一部で人口追加調査が行われ、

その結果 1962 － 1964 年の人口数値を修正発表した。しかし、この修正発表にも問題があるとされている。

・　1982 年以降の人口センサスは、国連機関などの協力の下で行われ比較的信頼性が高いと考えられている。

３．「県誌」を使った人口データベースの作成方法とその進捗状況

　以上ような中国の人口統計の実状と問題点を踏まえたうえで、筆者は 2005 年 12 月より雲南省「県誌」の人

口資料のデータベース化作業を始めた。ここでは、その作業の具体的な方法と、進捗情況を述べる。

　雲南省「県誌」は生態史クロニクル作業グループによって収集されたもの〔田口　2004、宮脇　2004、兼重

　2004〕を利用し、記載されている人口の数値データをエクセルファイルに入力した。最終的には雲南省内の

全 128 県（県級の市、区を含む）の入力を行う予定であるが、近隣諸国との関係の深い国境沿いの県（省内全

26 県）のうちですでに収集された 18 県について優先的に入力作業を行い、次にそれら県の近隣県へと作業を

進めた。現在までに 23 県の入力が済んでおり、年内には全国 128 県の入力を終える予定である。

　入力項目は以下の通りである。

①　人口動態統計

　幸いなことに、大部分の「県誌」には人口の歴史的変化を示した人口動態統計が記載されている。データベー

スには中華人民共和国成立（1949 年）以降の県総人口を入力した。多くの「県誌」には、各年の男女別人口、

農業人口と非農業人口が記載されている。将来的にはそれらも入力する予定であるが、現在のところは県総人口

を優先して入力している。

　統計のソースが明記されていることはほとんどないが、公安部の戸籍統計そのもの（年末人口）か、もしくは

人口センサス結果を基に公安部統計を利用した修正統計（年末人口であることが多い）であることは、同じ「県

誌」に記載された人口センサス数値との比較から推測できる。一部の「県誌」において、明らかに公安部系列の

統計（年末人口）と人口センサスによる数値（年央人口）が混在していると分かるものがあった。人口動態統計

の入力に関しては、基本的には年末人口で統一する方針を取ったが、その年度の数値が人口センサス数値以外に

記載がない場合には、空白になるのを避けるために注を付けて人口センサス数値（年央人口）を入力した。

　さらに多くの「県誌」の人口動態統計には、県総人口以外にも各年度の出生率、死亡率（または出生者数、死

亡者数）が併記されている。記載がない場合でも、連続した年度に渡って総人口のデータの記載がある場合は、

そうした数値を求めることが可能である。データベースには、出生者数、死亡者数およびそれから導き出される

自然増加数、社会増加数（利用可能なデータがあれば流入者数、流出者数）を可能な限り入力した。これにより、

人口変動の原因をより詳しく知ることが可能である。
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人口増加数＝自然増加数（出生者数－死亡者数）＋社会増加数（流入者数－流出者数）

②　人口センサスデータ

　人口センサスデータ中の県総人口（男女別）を入力。多くの県誌の発行年は 1980 年代末から 90 年代にかけ

てである。そのため、発行時までに行われた人口センサスは1953年（県によっては1954年）、1964年、1982年、

1990 年（発行の早かった「県誌」では記載なし）であるが、実際には多くの「県誌」で 1953 年のセンサスデー

タが記載されていない。これは、辺境であるために人口センサスが行われなかったか、あるいはデータの信頼性

が著しく低いと判断されたためと考えられる。また一部の「県誌」では、1954 年、1958 年の人民代表大会の

ための選挙民の登記資料、1954 年の民族識別工作時の資料が記載されていることがあり、人口センサスに替わ

る、あるいは補足するデータとして入力した。1 県あたりのデータが存在する年度数は県によってばらつきがあ

り、2 から 5 点（年）となった。そのなかで、1964 年と 1982 年センサスに関しては、入力の終わった 23 県

すべてでデータが記載されていた。

③　民族別人口データ

　各県の民族別人口データに関して、記載されているものをすべて入力した。「県誌」に記載されている民族別

人口データの多くは人口センサスデータである。その他のデータは、ソースが明記されていることは少ないが、

年次から考えて 1950 年代に行われた民族識別工作データか人民代表大会のための選挙民登記データと考えられ

るものが多い。現在までに入力を終えた 23 県において、入力された民族は 28 民族、データの存在する年度数

は県によってばらつきがあるが、1 県あたり 1 から 8 点（年）、平均しておよそ 3 点（年）であった。

　県の下位行政区である郷、鎮レベルの人口統計は、一部の「県誌」にしか記載がなく、また以下に詳しく述べ

るように、行政単位の名称、境界の変更に伴う問題があり、データの修正が必要と判断したため、入力作業を中

断し、県レベルの人口データの入力を優先させることにした。

　この報告書の執筆時点（2006 年 4 月）での入力済みデータのなかから、主に公安部戸籍統計を基にした人口

動態統計（県総人口のみ）を一覧表にして示した【表 1】。その他のデータは紙面の都合上省略する。

４．「県誌」を使った人口データベースの問題点と意義

　

　最後に、「県誌」を使った人口データベースの問題点とその意義を整理し、その特徴を述べるて、本稿のまと

めとする。

１）問題点

・　データのある年度が県誌によって異なる。毎年データのある県もあれば、間隔がかなり開いている県もある。

特に、1990 年代以降の統計データの記載がないことは、「県誌」の発行年から考えればやむを得ない事では

あるが、このデータベースの大きな欠点である。

　　ただし、最近のデータの欠如を補う方法として、中華人民共和国公安部編『中華人民共和国全国分県市人口

統計資料』を活用することが考えられる。この資料は、1986 年以降、毎年発行されているもので、その年

度における各県ごとの人口データ（公安部戸籍統計による）が記載された貴重なものである。1986 年以降

に関しては、この統計資料を参考に、人口動態統計の数値を追加することが可能である。ただし、近年は農

村から都市への出稼ぎなど戸籍の移動を伴わない移動が急増しているが、戸籍統計のみではこの変化を把握

することが出来ない点については注意が必要である。

・　人口センサス以外のデータに関しては、そのデータの出所がはっきり示されていないことが多い。出所が不

明なデータの多くは、公安部戸籍統計そのもの、あるいは人口センサス結果と戸籍統計データによって修正

したものと考えられるため、とりあえずは年末人口として扱っている。今のところは、統計の種類が特定で

きる別の資料が入手できるのを待つ他ない。

・　人口動態統計については、行政区画の変更（県境の変更）による影響を考慮する必要があるが、その影響を
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修正するための情報が少ない。行政区画の変遷は、「県誌」中の「行政区画」等の項目やその他の資料を読む

ことで把握できる場合が多いが、変更された区域の人口は分からないことが多い。実際、中華人民共和国成

立初期の 1950 年代から 1960 年代にかけては、県境の変更や県の分割などが頻繁に行われたため、その影

響は少なくない。

　　それと関連して、当初行う予定であった郷、鎮レベルでの人口データ入力は、「県誌」によってはデータそ

のものが記載されていないという問題に加えて、行政区画の境界や名称の変更が県レベルよりもさらに頻繁

に起こっており、より詳しい資料が入手できるまではデータベース作成は困難であると考えた。

・　県の民族別人口は、民族成分の変更（行政区画の変更にも）によって影響を受けるが、県レベルでの民族成

分変更に関する詳細な資料はほとんどない。特に、中華人民共和国成立初期においては、民族成分の変更が

頻繁に行われたため、その影響は非常に大きい。

・　最も大きな問題点は、統計データ自体の信憑性の問題である。上述したように、特に大躍進（1958‐1960 年）

から文化大革命期（1966 － 1976 年）にかけては、戸籍統計、人口センサス共にデータの信憑性について

少なからぬ疑いがあるため、利用に際しては注意が必要である。1982 年以降の統計に対しては相対的に信

憑性は高いと考えていいであろう。戸籍統計と人口センサス結果を組み合わせた修正データの場合は、特に

信憑性が高い。しかし、上述したように、戸籍統計そのものなのか、人口センサス結果を加味した修正デー

タなのかは、はっきりとは分からないものが多く、戸籍統計そのものである場合は、ヤミ人口などの統計上

漏れる人口がある程度存在する可能性を考慮する必要がある。

２）意義

・　データの出所、信憑性について問題はあるものの、中華人民共和国成立後の人口動態が県レベルで整理され

た資料としては、この人口データベースが唯一のものである。中国で発行された統計のなかでは、中華人民

共和国公安部編『中華人民共和国全国分県市人口統計資料』が唯一県レベルでの人口の資料を提供してくれ

るが、現在のところ 1986 年以降のデータしか手に入らない。それ以前の人口動態資料は、省レベルのもの

しか入手できない。

・　人口静態統計としての人口センサス結果は、1982 年以降のものは比較的手に入りやすいが、それ以前の人

口センサス（1953、1964 年）結果は、中国では内部資料となっており、入手できない。「県誌」を利用し

た人口データベースでは、そうした初期の人口センサス結果に基づく県レベルの人口を知ることが出来る。

また、上述したような問題点があるものの、人口センサス結果に基づいた民族別人口を県単位で知ることが

出来るのもこの人口データベースの強みである。

３）まとめ

　以上述べてきたように、雲南省という広域に渡って、県レベルというローカルな単位での人口動態、人口セン

サス、民族別人口に関するデータを提供できることが、この雲南省「県誌」を利用した人口データベースの最大

の特徴である。統計のばらつきや信憑性等の問題はあるものの、現時点において入手可能な資料による雲南省の

人口データベースとしては、最も全面的かつ詳細なものであり、これによって県ごとの人口の動態、規模、構造

の特徴を数量的に概観することが可能である。

　ローカルなレベルから生態史を解き明かそうとする本プロジェクトの各研究に対して、この人口データベース

はそれぞれの必要に応じた基礎的データを提供できるものと考えている。
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Summary: This is a progress report on population database construction using “County Gazetteer” of Yunnan 

Province, aimed at providing more localized population data required for the eco-historical studies in our 

project. The report gives 1) general knowledge about population statistics in P. R. China, 2) method and 

progress status of the database construction, 3) limitation and significance of the database. It is concluded that 

although there are some problems in the identification of the data source and reliability of the data itself, the 

database can be able to provide valuable information such as the population change since 1949, population 

census results and population by ethnic group, all at the county level all over Yunnan Province.
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